
2024年度 ⽇本都市計画学会 東北⽀部研究発表会
日時　　2025年3月2日(日)　13:00〜17:25　（18:00〜懇親会）

場所　　東北大学災害科学国際研究所(仙台市青葉区荒巻字青葉468-1)
発表　　1題15分(発表10分、質疑応答4分、入れ替え1分)
参加費　　無料

プログラム
〜13:00　１階 セミナー室（会場Ａ）に集合

13:00〜　古藤支部長より開会の挨拶、その後各会場へ移動

17:15～　１階 セミナー室（会場Ａ）にて、樋口副支部長より閉会のあいさつ

【会場A ： １階 セミナー室 （S100） 】

司
会

発表
番号

開始
時刻

発表者 発表者所属 タイトル 連名著者 頁

A-1 13:15 髙根渉 東北大学
歴史まちづくりにおける景観規制誘導の取組の実
態と課題に関する研究

山梨裕太，荒木笙子，
苅谷智大，姥浦道生

1

A-2 13:30 柏田慧 岩手大学 中津川の都市河川景観を対象とした住民意識分析 谷本真佑 5

A-3 13:45 陳雷明 新潟工科大学
日本における船小屋景観の継承と活用に関する研
究-中国の蛋民（たんみん）と日本の海人の比較
検証-

樋口秀 9

A-4 14:00 末崎日成太 新潟工科大学
地方農村地域におけるウォーキングイベントの活
用による関係人口創出に関する研究

樋口秀 11

A-5 14:15 生方翔也
エヌシーイー株
式会社

新潟県湯沢町におけるリゾートマンションの利用
状況および管理実態に関する研究 -管理組合を対
象としたアンケート調査からの検討-

樋口秀 13

14:30

A-6 14:40 菊池俊太朗 岩手大学
水文解析を用いた集中豪雨による避難への影響に
ついて～盛岡市を対象として～

谷本真佑 17

A-7 14:55 宮﨑健太朗 新潟工科大学
令和6年能登半島地震における被害と避難の実態
―上越市・柏崎市を対象として―

樋口秀 19

A-8 15:10 堀合紳弥 東北大学
メッシュベース歩車避難最適化モデルによる津波
避難安全性の評価方法

佐藤千仁，
奥村誠

21

A-9 15:25 山本翔太 東北大学
津波浸水想定区域における人口動態に関する研
究ー静岡県を対象としてー

山梨裕太，荒木笙子，
苅谷智大，姥浦道生

25

A-10 15:40 菅野修吾 東北大学
ドイツにおける水害対策のための土地利用コント
ロール手法「浸水地域」制度に関する研究

山梨裕太，荒木笙子，
苅谷智大，姥浦道生

29

15:55

A-11 16:05 松井瑠名 新潟工科大学
密集市街地における延焼火災発生の実態と居住誘
導に向けた課題-新潟県内自治体を対象として-

樋口秀 33

A-12 16:20 小井川美衣 東北大学
原発被災地の商業事業者の再開動向に関する研究
－福島県楢葉町・富岡町を対象として－

山梨裕太，荒木笙子，
苅谷智大，姥浦道生

37

A-13 16:35 吉田萌花 東北大学
東日本大震災後に造成された小規模防災集団移転
団地の居住実態に関する研究
-石巻市半島沿岸部を対象として-

荒木笙子，山梨裕太，
苅谷智大，姥浦道生

41

A-14 16:50 大野木翔子 東北大学
東日本大震災からの復興による復興期別の建築動
向に関する研究　ー陸前高田市を事例としてー

荒木笙子，山梨裕太，
苅谷智大，姥浦道生

45
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【会場B： ２階 演習室Ｂ （S204） 】
司
会

発表
番号

開始
時刻

発表者 発表者所属 タイトル 連名著者 頁

B-1 13:15 渡部涼太 山形大学
大学生の地域活動への参加のきっかけと継続参加
の要因

高澤由美 49

B-2 13:30 吉田光希 山形大学
アダプト・プログラムを導入する自治体の実態に
関する研究

高澤由美 51

B-3 13:45 細川大貴 山形大学
官民連携まちづくり組織と地域住民の自己効力感
に関する研究

高澤由美 53

B-4 14:00 渡辺杏未華 八戸高専
八戸圏域への風力発電の導入におけるゼロカーボ
ンと地域経済循環に与える影響

重浩一郎 55

B-5 14:15 沼上和樹 八戸高専
ICカード「ハチカ」のデータを用いた立地適正化
計画区域のバス利用者の実態分析

重浩一郎 57

14:30

B-6 14:40 足立千佳子 宮城大学
立地適正化計画における都市計画区外の地域生活
拠点をめぐる課題の考察

小地沢将之 59

B-7 14:55 大木初奈 岩手大学
ネットワーク分析を用いたウォーカブルな中心市
街地の移動利便性の検討

谷本真佑 63

B-8 15:10 水出拓真 東北大学
PFSの普及に関する研究ー天童市立図書館への導
入の提案を通じてー

御手洗潤 67

B-9 15:25 佐藤涼音 宮城大学
公共施設への愛着の構成要素を公共施設再編に活
用する可能性の検討

足立千佳子，
小地沢将之

69

B-10 15:40 千葉　真 東北大学
街歩きやアートイベント参加などに影響する要因
の検討

71

15:55

B-11 16:05 馬渡龍 八戸高専
住宅着工統計調査（2012-2023年度）にみる新築
木造戸建住宅の動態

小森真奈 75

B-12 16:20 工藤愛加 宮城大学
居住誘導区域内の空き地が菜園として活用される
可能性の検討

小地沢将之 77

B-13 16:35 小玉早百合 秋田県立大学
民間事業者による空き家・空き施設の利活用の実
態に関する研究
-秋田県内の事例を対象として-

李雪 79

B-14 16:50 葛西紀秀 秋田県立大学
東北６県における空き家セミナー・空き家相談会
に取り組む民間事業者の事業展開と運用実態ー
NPO法人あき活Labを対象としてー

李雪 81

17:05

馬
渡
龍

(

八
戸
高
専

)

谷
本
真
佑

(

岩
手
大

)

休憩・時間調整(10分間)

河
村
信
治

(

八
戸
高
専

)

休憩・時間調整(10分間)

終了



【会場C： ４階 小会議室２（E400-2） 】
司
会

発表
番号

開始
時刻

発表者 発表者所属 タイトル 連名著者 頁

C-1 13:15 坪大翔 八戸高専
八戸市立地適正化計画における小地域分析と類似
市町村計画との比較

重浩一郎 83

C-2 13:30 大森陽輝 岩手大学 岩手県内の土地利用の変遷と要因に関する研究 谷本真佑 85

C-3 13:45 松本稜太朗
長岡技術科学
大学

立地適正化計画策定後の市街化調整区域地区計画
に関する研究

松川寿也，
丸岡陽

87

C-4 14:00 齋藤岳
長岡技術科学
大学

人口減少期における線引き都市での拡大した工業
地域に関する研究

松川寿也，
丸岡陽

89

C-5 14:15 丸岡陽
長岡技術科学
大学

地方都市の市街化調整区域に存在する既成市街地
相当地域の実態に関する研究

松川寿也 91

14:30

C-6 14:40 坂本雄哉 東北大学
住民意見募集におけるデジタルプラットフォーム
の有効な活用方法に関する研究

山梨裕太，苅谷智大，
荒木笙子，姥浦道生

95

C-7 14:55 住谷将吾 東北大学
都市再生整備計画と中心市街地活性化基本計画の
計画論・組織論的な関係性に関する研究

苅谷智大，山梨裕太，
荒木笙子，姥浦道生

99

C-8 15:10 小山田日南 山形大学
祭りが観光客の地域愛着形成に与える影響に関す
る研究

高澤由美 103

C-9 15:25 石見康太 山形大学 佐渡市観光景観の印象評価 高澤由美 105

15:40

C-10 16:05 深川佳豊 八戸高専
みちのく潮風トレイルの利用動態についての研究
－　全線開通5周年における八戸-宮古間の歩行者
数の分析

河村信治 107

C-11 16:20 真壁和 山形大学 大学生のモビリティの実態に関する研究 高澤由美 111

C-12 16:35 澤村悠里 東北大学
モバイル空間統計に基づく大雪時の札幌大都市圏
通勤・通学交通機能の定量的把握

奥村誠，
山口裕通

113

C-13 16:50 入谷柚 東北大学
外部支援者の効果を考慮した被災地の居住機能回
復過程の時系列分析

奥村誠 117
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